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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京都市立翔鸞幼稚園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園長　　古森　義和
幼稚園評価の結果について
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　２月に実施しました幼稚園評価にご協力いただき，ありがとうございました。評価アンケートを集約したものをグラフ化し添付しておりますので，ご覧ください。（ホームページにも掲載して

います。）今回も「保育の改善・充実」「心と体・生活習慣」「信頼関係・折り合い・
自己肯定感」の３領域で，前期同様，概ね良い評価をいただきました。
【保育の改善・充実】
○アンケートの結果から
　「登園を楽しみにしている」「自分から遊びをみつけて，元気に遊んでいる」「先生はメリハリのある保育をしている」といった項目では，「そう思う」「だいたいそう思う」の回答が，９３～１００％を占めていました。
※保護者から「優しさいっぱいの幼稚園，全員が過ごしやすく楽しい毎日が送れる幼稚園。温かい雰囲気，自由でのびのびと子どもたちが遊べる環境。親にとってもホッとできる場所。」「子ども一人一人に応じた対応をしてもらえてうれしかった。」という声をいただきました。一方で「子どもに静かな環境も大切だと思う。いろいろな挑戦は，子どもに合わせてもう少しゆっくりでもよいので。」というご意見もいただいています。私たちは，今の子どもにとって何が大切なのか，どんな力をつけていくことが必要なのかを追究し，個に届く保育をめざしていきます。

【心と体・生活習慣】

○アンケートの結果から
「自分でできることは自分の力でやろうとする」「友だちや物などを大切にしよう
としている」「すごいね，ふしぎだね，やったなあと感動している」では，９５％
～１００％の方から認めていただきました。
※始業式で子どもたちに「こつこつチャレンジ　みんなとチャレンジ」という話をしました。「おともだちがうれしいなあと思うことをやってみましょう」ともお話ししました。遊びを通して，また当番の仕事を通して自分のできることを増やしています。
みんなのためにできることをやろうともしてきました。遊びの中でできるようになったことに感動し，自然と触れ合うことで新しい発見や興味を持つことも増えてきました。子どもたちが幼稚園という環境の中で各々の可能性を拓いていると言えます。

　でも，みんなで使う幼稚園の道具やおもちゃをぞんざいに扱い，壊してしまう姿を目にすることがありました。やってよいことと悪いことの判断を生活を通して身につけられるように指導していく必要があります。

【信頼関係・折り合い・自己肯定感】
○アンケートの結果から
「先生や友達と関わろうとしている」「自分のおもいを話そうとしている」「子ど
もは相手を意識したり思いやったりする方向に発達している」の３項目とも96～
１００％の保護者から「そう思う・だいたいそう思う」という回答をいただきまし
た。
※保護者から「他人とのかかわりが上手になった。」「少しずつ他人に思いを寄せることができるようになったと思う。」「入園した時よりも成長したと思える一年だった。」「クラスのみんなで育ちあっている姿がとてもうれしい。」という声をいただきました。日々の保育や園行事での子どもたちの姿をご覧になっての感想だと思います。また，家での子育ての中で子どもたちの行動や言葉の中に一年間の成長を発見されたのではないでしょうか。子どもの変容に気づかれるというのも日々お子達をよく見ていただいているからだと思います。
今後も，遊びを通して個々の思いを受け止め，友達とのかかわりを大切に認めていきます。このことが，子どもの自信ややる気を育てることにつながると考えられます。さらに，子どもの行動を言葉で伝えあう機会を大切にしていきたいと思います。
引き続き，保育の中での伝えあいや子どもができるようになったことなどを友達・保護者・幼稚園で共有し，認め合うことを大切にして取組を進めていきます。また，子ども間のもめ事も言葉で解決していく方法や次からどうすればよいのかを個々の子どもに応じて身につけられるようにしていきたいです。
＜評価項目に関するその他のご意見＞
○「片づけを最後までしようとしている」という項目では，前期と比較してわずかだけ良い結果でした。子どもによって多少異なりますが「自分からできないが促すとできる」「みんながするとするが，一人ではしない」「声かけはするがなかなかできない」「親が先に片づけてしまっている」というコメントがありました。幼稚園での姿を見た時には，前期よりも多少はできる子どもは増えてきています。
　　親子一緒で片づけて，徐々に手を放していく。できたことを言葉でほめる。一回

できたからと言って次からできると思わずに様子を見る。片づける場所や箱を用意し入れさせるなど，子どもの実態に合わせて約束してください。いい方法があれば教えてください。
○「ホームページが毎日更新されない時があるのでさみしい」

　毎日ホームペーシーを見ていただいているんだということに感激と感謝します。主に園長が更新していますが，出張に出ていたり，仕事が詰まっていて写真が撮れなくて更新できない時があります。担任の先生たちは，保育中なかなか写真を撮ることができないのでタイミングよくホームページにあげられないことが多いです。

　　気になることや心配なこと，子育てでお困りのことがありましたら，遠慮なく，職員室に声をかけてください。
